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1は じめ に
1.新 しい概念 と しての 「グ ッ ドワーク」
ハ ーバ ー ド ・プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロ(HarvardProject
Zero)のハ ワー ド ・ガ ー ドナ ー(HowardGardner)の興
味 は、2006年一2007年の時点 ではグ ッ ドワー ク ・プロ ジェ
ク ト(GoodWorkProject)を中心 と した 「グ ッ ドワー ク
(GoodWork)1)」。研 究 にむ け られて い る。 グ ッ ドワー ク
とい う概念 は、 これ まで に心理学 、社会学 、経済学 の どの
領域 に もなかっ た ものであ る。 グ ッ ドワー クに類す る先 行
研究 もほ とん どな く、ガー ドナー らが オ リジナ ルに考 えだ
した概念 であ る。
グッ ドワー クの概念 お よび研 究 を初め て公 に したオ リジ
ナルな著 書 が 『グ ッ ドワー ク:卓 越 性 と倫 理 が出合 う時
(GoodWork:WhenExcellenceandEthicsMeet)』2)で
ある。2002年に 出版 され、 ガー ドナー とス タンフ ォー ド大
学教授 ウ ィ リア ム ・デ ーモ ン(WilliamDamon)、前 シ カ
ゴ大学教授 で現在 ク レアモ ン ト大 学教授 ミハ リィ ・チ クセ
ン ミハ イ(MihalyCsikszentmihalyi)の3者に よ る共 著
であ る。 グ ッ ドワークの定義づ けは、 ガー ドナ ー らに よる
と 「技術 的に優 秀で ある と同時に、倫理 的、道徳 的かつ責
任の ある結 果 を求 める ような仕事 」 をさ してい る とい う。
アイ ンシュ タイ ンの理 論 も平和 利用す れば原子力発 電に
用い られるが、悪用す れ ば核兵器 開発 とな る。事実 をね じ
曲げ て報 道す るジャーナ リス ト、研 究論文 のデ ー タの食い
違い を無視 した り、 デー タを改 ざんす る科学 者、高額 の治
療費 のみ払 え る患者 しか相手 に しない医者 な ども存在 す る
のが現 実社 会で あ る。 これ らの世 の 中の不条理 に対 して、
何 かが 間違 っ てい る と考 えて起 こ した学者 と して の行 動
が、当代 きっての3賢 者 たちの この グ ッ ドワーク ・プロ ジェ
ク トなのであ る。
本論考 では、 ガー ドナー、 デーモ ン、 チ クセ ン ミハ イ ら
3者 の各研 究 とグ ッ ドワー クの概 念の成立過 程 につ いて分
析 してい きたい。 また、グ ッ ドワークの概 念が 、グ ッ ドワー
ク ・プロジ ェク トで、医学、教 育、美術 な どの分野 とどの
ように関わ り、 どの ように活 か されて いるのか紹介 してお
きた い。
近年、 これ まで の統 計 を駆使 した量的研 究 は陰 をひそめ














持ち合わせていることもガー ドナー、デーモ ン、チクセ ン

































にあ て、 ス タン フォー ド大 学 の行動 科 学高 等研 究所
(CASBS:CenterforAdvancedStudyintheBehavioral
Sciences)のある、カリフオルニア州パロアル ト(Palo




の良いパロアル トで別々な研究に取 り組んでいたが、同 じ







ロ奏者のパブロ ・カザルス、環境問題をいち早 く問題 とし
たレイチェル ・カーソン、科学者のジョナス ・ソーク、野
球選手のジャッキー・ロビンソン、ジョン・ガー ドナー(ガー












や権力 しか視野にない人 とのあいだには明 らかに違いがあ
る。能力や利益が先走 りするだけではない、倫理観が もう











研 究 を して き た。最 近、 米 国 で 出版 され た、『Fifty
ModernThlnkersofEducation(近代教育思想家50人)』7)
とい う文献 には、ガー ドナーは、リー・シュールマン、オー



























究の接点から出会いがあ り、意気投合 し、長年ガー ドナー
とは良い影響を与えあっている研究仲間である。
チクセンミハイは・ シカゴ大学で長年教鞭 をとった心理
















































動であ り、遊びは優 れてフロー活動 をもたらす経験である。
また、 チ ク セ ン ミハ イの創 造 性 理論 は、DIFIモデ ル
(Domain-lndividual-FieldInteractionModel)と呼ばれる
ものである。過去に文化に蓄積 された知識の集合体である





同 じくグッ ドワーク研 究においても個人、 ドメイ ン、







教 え子キャロル ・ギ リガン(1977)が道徳性には女性特有
の、思いや りや、責任を含んだ男性 とは異なった発達を遂
げることを見いだした研究で有名であるが、デーモ ンは、


















また、デーモ ンの考えでは、グッ ドワーク ・プロジェク
トの活動 を通 じて、若者が職場、家族、教師、そ して社会
の中など各発達段階において道徳的に考える行動が、広い
社会的な世界とダイナミックな関係で成長することを強調























の核 となる違いを際立たせることがで きる。 まず、過去の
先行研究を調査 し、何が明 らかにされていないかを確かめ


















よって、実験 結果 に まで大 きく影響す る。 まず、ガー ドナー
らグ ッ ドワー ク で用 い た、 ジ ャ ー ナ リス トへ の イ ン タ
ビュー ・プロ トコルの例 を以 下 にあげてみ よう16)。各 問い
は、3つ か ら8つ ずつ あるが、紙面 の都 合上 こ こで は、一



























































































・あなたの仕事で最 も誇 りにするものは何ですか ア
4.イ ンタビュー後の分析結果 からみえてきたもの
ジャーナリス ト、遺伝子工学人たちへのイ ンタビュー ・
プロ トコルは、問いが同 じではなく、その専門性にそって
質問を作成 していることが よく解る。
ガー ドナーたちが行った質的研究法について、 もう少 し



































する方法 として、ガー ドナー らは、「3つのM」 を提案 し
ている。使命(Mission)、規範(Mode1)、ミラーテス ト(Miller






















35歳か ら80歳までの17人の演 出家 を含 む、3人 の プロ
デュ 一ーサー、8人 の俳優、7人 の脚本家の35人からインタ
ビューをとれた。特にこれらのグッ ドワー クの研究では、
アーティス トの価値が現代の傾向によって、どのように挑
戦 されるのかを探求した り、それぞれの ドメインのゴール
や、アーティス トの個人的な興味や 目標 はどのようなもの




































は、意義のある研究で、成果 も十分 に評価 されていること
ととれよう。














なプログラムである。まだ始 まったばか りの 「グッドワー
ク ・プロジェク ト・ッールキット」に対 しても、バ ウマン
財団からの援助 もあ り、高い将来性と成果への期待が込め
られていることがみてとれ よう。
VMi理 論 と 「道徳 的知能」の存在 について
ガー ドナーは、数年前お会い したとき、「倫理のことば
















領域でシンボル体系 を専門に扱 ってきた。「進化 と脳の部
位」について発達心理学者は、公正 さの意識は、人類 とい
う種における自然淘汰の結果であるという。また、ある種
の精神病と社会病理は、正 しさと誤 りの意識が弱 まること
も関連 してお り、または、その意識が感情などのわき上が
るものと分離することも関連 しているという。
「脳損傷 」 につ いて は、 『lntelligenceReframed』23)
で述べ られていないが、ウッドロー・ウィルソン大統領の、
脳損傷 後の政 治決断 の不明瞭 さにつ いて、『砕か れた
心』24)に詳 しくのべ られている。
「特殊な個人」 に関しては、並外れた認知的業績 を示 し
た人物の存在の有無である。ガー ドナーは、30人ほどの道



















比較調 査 した分野 の 片方 、遺伝 子 工 学 の研 究 者 た ち は
グ ッ ドワー ク をなす こ とに対 して 難 しさを報告 しなか っ
た。その反対 に、 ジ ャーナ リス ト達 は、専 門家 としての才
能 と個 人の倫 理 観 のバ ラ ンス を とる こ とに神経 とエ ネ ル
ギーを費や し、 グ ッ ドワー クをなす ことに苦心 していたの
である。 ジ ャマナ リズム と遺伝子 工学、両者 の間に は、グ ッ
ドワークを立証す るための驚 くほ どか け離 れた、かつ理想
的なデー タが備 わっていたの であ る。 また、 グ ッ ドワー ク
を実践 してい る、卓越 した3人 、 ガー ドナー、チ クセ ンミ
ハイ、 デーモ ンによる見事 な共 同の グ ッ ドワー クである と
いえ よう。
グ ッ ドワー ク ・プロジ ェク トは、 さ らに継 続 されてい る
が、近年 、デーモ ンは、 コロ ンビア大学 ジ ャーナ リズム大
学 院25)の協 力 の も と にCCJ(CommitteeofConcerned
Journalists)とい う良質 な ジャーナ リズム を支 え るための
研修会 を組織 し、関西学 院大 学で の国際 シ ンポジ ウムで 「正
義は教 え られ るか」 に基 調報告者 として来 日した り、著 書
TheMoralAdvantage:HowtoSucceedinBusinessby
DoingtheRightThing』26)を2006年に出版 し、 ビジネス
に向けて 「正 しい こ とを行いつつ 成功す る方法」 といった
グ ッ ドワークの教 えを広 めて いる。
チ ク セ ン ミ ハ イ も ま た、 著 書 『GoodBusiness:
Leadership,FlowandMakingofMeaning』27)でビ ジ ネ
スに向けての、 グ ッ ドワー クの教 えを広 めてい る。
ガー ドナー は、『FiveMindfortheFuture』28)を著 し、
5つ の マ イ ン ド(認 識)「TheDisciplinedMind」「The
SynthesizingMind.TheCreatingMindyrThe
RespectfulMind」「TheEthicalMind」とこれ までの集大
成 ともいえる著書 を出版 して お り、3者 それぞれ に、 グ ッ
ドワークに関わ りつつ独 自の世界 も切 り開いてい ってい る
ことが うかが える。
「倫理観 」や 「道徳性 」 とい う言葉 が入 る と、 固 く重 い
とい う風潮 の昨今 であるが、今後 、学校 で も 「徳育」 とい
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     This study summarizes theachievements I had when I stayed at Harvard Graduate School f Education for a 
year from Sept. 2005 through Aug. 2006 as an oversea researcher dispatched by the Agency for Cultural Affairs. In 
Harvard Project Zero, Howard Gardner was mainly interested, by the time of 2006 through 2007, inthe "GoodWork" 
studies including GoodWork Project. The notion GoodWork has never been seen so far in any of the fields like 
psychology and sociology. Authors are three scholars such as Gardner, William Damon of Stanford University and 
Mihaly Csikszentmihalyi of Claremont University. According toGardner, GoodWork is meant "GoodWork is awork 
requiring the results which are not only superior technically but also responsible ethically as well as morally." As 
opposed toGoodWork, there are bad workers and compromise workers including the journalists who broadcast 
doctored facts and scientists who ignore the differences from research paper or alter the data. GoodWork Project by 
these wise men of the era is an action on the part of scholars started by sensing something wrong in the absurdity 
across the world. 
    Thisdiscussion is to analyze the studies by the three scholars Gardner, Damon and Csikszentmihalyi and the 
process how the idea GoodWork has been formulated, and is also to verify how the idea of GoodWork is related to, and 
utilized inthe fields uch as medicine, education a d arts in GoodWork Project. 
     Quantitative research utilizing statistics recently conceal themselves. However, the qualitative studies done by 
Gardner tal. came to play the main role in pedagogy and art education currently inthe United States as well as 
psychological studies. In reality, though, the procedures implemented in the process of GoodWork studies will be 
examined based on Interview Protocol, etc.
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